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今月号のみどころ

09月定例市議会…・…・……一P.2~ 3 

0災害にすばやく対応するために…P.3

0直轄河川激甚災害対策特別緊急事業

…P.4 ~ 5 

0市職員の給与状況一…-… ..P.6~ 7 

今月の納税は 市民のうごき

平成7年9月30日現在

人口 39，199人 (+21) 

男 18，700人 (+ 8) 

女 20，499人 (十13)

世帯数 13，702世帯 (+12) 

面 積 240.99平方キロメートル

国民健康保険税

第4期

納期は11月30日です



蓄物資を購入

九
月
定
例
市
議
会
は
、

九
月
十
二

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
四
日
間

9月定例市議会

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
，
珪
誠

会
で
は
、

平
成
七
年
度
補
正
予
算
関

係
四
件
、

条
例
関
係
六
件
、

人
事
関

係
一
件
、

議
員
提
出
案
件
二
件
、

そ

の
他
二
件
が
提
出
さ
れ
、

審
議
さ
れ

ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

先
の
「
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
」
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
さ

ん
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
市
で
は
床
上
浸
水
世
帯
に
対
す

る
災
害
見
舞
金
の
支
給
を
は
じ
め
、

市
単
独
事
業
に
よ
る
特
別
援
護
資
金

貸
付
制
度
の
制
定
、
災
害
援
護
資
金

に
対
す
る
利
子
補
給
、
そ
の
他
各
種

の
融
資
制
度
の
案
内
、
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
税
の
軽
減
、
免
除
、

徴
収
の
猶
予
な
ど
あ
ら
ゆ
る
対
策
を

講
じ
て
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
の

一
日

も
早
い
復
興
に
向
け
努
力
を
し
て
い

ま
す
。
水
害
の
な
い
町
づ
く
り
の
根

本
は
、
河
川
改
修
の
完
全
整
備
と
堤

防
の
締
め
切
り
で
あ
り
、
市
議
会
、

下
流
域
の
長
浜
町
と
も
よ
く
協
議
し
、

愛
媛
県
、
建
設
省
、
大
蔵
省
な
ど
の

関
係
機
関
へ
短
期
間
で
実
施
で
き
る

「
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」

の
実
施
に
つ
い
て
強
力
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
災
害
を
反
省
材
料

と
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
防
災
支
援

体
制
を
整
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
緊
急
な
も

の
は
専
決
予
算
に
計
上
し
、
今
回
の

補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
可
能
な
限
り

実
施
で
き
る
よ
う
措
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
三
百
四
十
八
件
の
個

人
、
団
体
、
学
校
な
ど
の
皆
様
よ
り
、

六
百
八
十
三
万
三
一
千
六
百
十
七
円
(
九

月
五
日
現
在
)
の
義
援
金
を
届
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
、
大
洲
市

豪
雨
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
の
配
分
に
つ
い
て
協
議
い

た
だ
き
ま
し
た
結
果
、
被
災
者
の
皆

様
に
見
舞
金
と
し
て
配
分
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。
義
援
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
、

関
係
者
一
同
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
災
害
に
関
し
て

救
助
の
現
場
、
避
難
所
、
ご
み
処
理
、

救
援
物
資
等
民
間
の
皆
様
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
関
係
機
関
の

ご
協
力
ご
支
援
に
対
し
重
ね
て
衷
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
九
億
三
百
八
十
七
万
八

千
円

特
別
会
計
四
百
三
十
三
万
二
千
円

の
減
額

合

計

八

億

九

千

九

百
五
十
四

万
六
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

二
百
七
十
五
億
二
千
二
百
八
十
七
万

円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

十

三

・
四
%
減
少
し
ま
し
た
。

般

ム
冨

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
百
五
十
四
億
八
千
二
百
八

十
万
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
八
億
五
千
百
八
十
六
万
八
千

円
(
五

・
八
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

{
総
務
費
}

V

大
洲
こ
ど
も
シ
ン

2 

ポ
ジ
ウ
ム
事
業
に
百
五
十
万
円
V
公

共
下
水
道
へ
の
公
共
施
設
排
水
設
備

工
事
費
に
三
千
五
百
万
円

{
民
生
費
}

V

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
委
託
料
と
し
て
九

百
四
十
三
一
万
七
千
円
V
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
委
託
料
な
ど

と
し
て
四
百
五
万
八
千
円

{
衛
生
費
}

V

簡
易
水
道
特
別
会

計
繰
出
金
と
し
て
三
百
五
十
万
円
V

水
害
対
策
に
係
る
消
耗
品
費
な
ど
に

九
十
九
万
四
千
円

{
農
林
水
産
業
費
}

V

地
域
農
業

活
性
化
緊
急
対
策
事
業
費
補
助
金
と

し
て
六
千
三
一
百
二
万
九
千
円
V
畜
産

産
地
強
化
緊
急
対
策
事
業
費
補
助
金

と
し
て
千
九
百
七
十
八
万
円
V
和
牛

生
産
基
盤
強
化
事
業
補
助
金
と
し
て

百
四
十
八
万
円
V
間
伐
促
進
強
化
対

策
事
業
費
補
助
金
と
し
て
四
百
七
十

四
万
四
千
円
V
農
業
基
盤
整
備
啓
発

推
進
事
業
に
二
百
万
円
V
地
域
米
消

費
拡
大
対
策
事
業
費
交
付
金
と
し
て

百
万
円

{
商
工
費
}

V

大
洲
市
ス
タ
ン
プ

事
業
貸
付
金
と
し
て
五
百
万
円

{
土
木
費
}

V

舟
渡
橋
(
八
多
浪
)

整
備
負
担
金
と
し
て
二
百
万
円
V
砂

防
関
係
な
ど
県
工
事
負
担
金
と
し
て

九
百
六
十
二
万
五
千
円
V
道
路
関
係

県
工
事
負
担
金
追
加
と
し
て
二
億
三

千
四
百
五
万
円
V
市
道
井
口
田
野
々

線
道
路
改
良
事
業
に
六
千
百
十
七
万

八
千
円
V
辺
地
対
策
事
業
に
五
千
万

円
V
高
速
自
動
車
道
国
道
等
通
過
市

町
村
関
連
公
共
施
設
等
整
備
事
業
に



三
千
三
十
四
万
円
V
が
け
く
ず
れ
防

災
対
策
事
業
に
千
三
百
九
十
万
円
マ

河
川
関
係
県
工
事
負
担
金
追
加
と
し

て
五
千
七
百
万
円
V
肱
川
地
区
排
水

ポ
ン
プ
場
整
備
事
業
に
一
億
五
千
五

百
五
十
二
万
七
千
円
V
桜
づ
っ
み
モ

デ
ル
事
業
に
二
千
万
円
V
公
営
住
宅

建
設
事
業
に
四
千
九
百
十
二
万
円

{
消
防
費
}

V

救
難
ボ

l
ト
五
隻

購
入
費
な
ど
に
四
百
六
十
七
万
八
千

円
V
市
備
蓄
物
資
購
入
費
に
八
十
七

万
四
千
円
V
地
震
・
水
害
に
係
る
防

災
読
本
作
成
費
二
百
九
十
四
万
円

{
教
育
費
}

V

ド
イ
ツ
・
バ
ッ
ハ

.
ゾ
リ
ス
テ
ン
大
洲
公
演
負
担
金
と

し
て
百
万
円
V
公
民
館
設
備
整
備
事

業
に
二
百
四
十
七
万
八
千
円

{
災
害
復
旧
費
}

V

現
年
補
助
農

林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
に
五
千
七

百
六
十
八
万
円

条

例

関

係

V
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
一
口
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
民
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
喜
多
特
別

養
護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組
合
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
V
大
洲
市
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

人

事

関

係

V
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

( 

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
任

期
満
了
と
な
る
委
員
の
再
任
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

住

所

大

洲

市
若
宮
四
八
七
番
地
の

七

氏

名

梅

林

義

輝

生
年
月
日
大
正
十
五
年
四
月
二
十

八
日

議
員
提
出
案
件

V
中
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
に

反
対
す
る
決
議
に
つ
い
て

中
国
及

び
フ
ラ
ン
ス
両
国
政
府
が
国
際
世
論

を
無
視
す
る
形
で
核
実
験
を
強
行
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
議
会
は
世
界

の
恒
久
平
和
を
願
い
、
い
か
な
る
国

の
い
か
な
る
核
実
験
に
も
反
対
す
る

立
場
か
ら
、
こ
の
核
実
験
に
対
し
て

厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
核
実
験

続
行
の
即
時
中
止
を
強
く
求
め
る
も

の
で
す
。

V
治
水
関
係
予
算
の
拡
大
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

当
市
の

生
活
基
盤
の
根
幹
を
な
す
治
水
事
業

の
円
滑
な
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

平
成
八
年
度
に
お
け
る
治
水
関
係
予

算
の
重
点
配
分
に
つ

い
て
特
段
の
配

慮
を
要
望
す
べ
く
、
政
府
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

V
平
成
六
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
V
平
成
六
年
度

大
洲
市
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

災
害
に
す
ば
や
く
対
応
す
る
た
め
に

救
難
ボ
l
ト
を
配
備
・
備
蓄
物
資
を
購
入
・
防
災
読
本
を
配
布

大
洲
市
で
は
、
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
す
ば
や
く
救
助
し
、

物
資
を
届
け
る
た
め、

ト
の
購
入
や
食
料
品
の
備
蓄

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
防
災
に
つ
い

て
考
え
、

ボ
ー

も
し
も
の
と
き
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
、
防
災
読
本
を

各
世
帯
に
配
布
す
る
こ
と
に

か山田
れ
ソ
寺
4

F

'

レ
弘
ん
。

七
月
四
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害

で
は
、
平
地
区
、
新
谷
地
区
を
中
心

に
大
勢
の
人
が
水
の
中
に
取
り
残
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
大
洲
道
路
付
近
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た
ボ
ー

ト
に
よ
り
何
百
人
も
の
人
が
救
助
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
船
外
機
付
ボ

ー
ト
を
五
隻
購
入
し
、
次
の
場
所
に

配
備
し
ま
す
。
消
防
署
に
配
備
す
る

ゴ
ム
ボ
ー
ト
は、

全
地
域
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ト配備計画

配備地区 保管場所 管理団体 数量 備 考

全地減対応 大洲消防署 大洲消防署 1隻 船タト機イオ
ゴムボート

西大洲地区
肱南第7部詰 肱南分団 1隻 船外機{オ
所 第7部 FRPボート

徳森地区
徳森児童セン 肱北分団 1隻

船タ卜機{オ
ター 第4部 FRPポート

市木地区
学校給食セン 肱北分団 1隻 船タ卜機イオ
ター 第5部 FRPポート

新谷地区 新谷公民館
新谷分団 1隻 船タト機イオ
第11認 FRPボート

救難 ポ ー
災
害
に
備
え
、
乾
パ
ン
、
乾
燥
米

な
ど
の
食
料
品
や
飲
料
水
、
毛
布
や

日
用
品
セ
ッ
ト
な
ど
を
先
進
県
で
あ

る
静
岡
県
な
ど
の
事
例
を
参
考
に
備

蓄
し
ま
す
。
基
本
は
千
二
百
食
。
百

三
十
人
が
一
日
三
食
で
三
日
分
に
相

当
し
ま
す
。

{
食
料
品
}

O
乾
パ
ン
六
百
食

O
乾
燥
米
六
百

食

O
缶
詰
千
二
百
食

{
飲
料
水
}

一
リ
ッ
ト
ル
入
り
紙
パ
ッ
ク
四
百

聞
凶
{
生
活
必
需
品
}

O
毛
布
百
四
十
枚

O
日
用
品
セ

ッ

ト
(
石
け
ん
、
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル

な
ど
)
百
四
十
枚

蚕花ヲラスティック

企乾パン

※FRP 

企乾燥米

も
し
も
の
と
き
に
役
立
つ
本
『
目

で
み
る
大
洲
市
防
災
読
本
』
を
製
作

し
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
風
水
害
、
地
震
、
火
災
な
ど

の
災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
心
が

け
れ
ば
い
い
か
が
記
入
し
て
あ
り
ま

す
。
先
日
配
布
し
た
『
大
洲
市
地
域

防
災
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
』
と
い

っ
し
ょ
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3 



安
心
し
て
暮
せ
る
た
め
に
堤
防
を
暫
定
改
修

肱川に

「直轄河川激甚災害

対策特別緊急事業」

を採択

肱

JlI 

現

状

の

肱
川
は
、
流
域
面
積
千
三
百
十
平

方
キ
ロ
の

一
級
河
川
で
、
愛
媛
県
内

最
大
の
河
川
で
す
。
そ
の
流
域
面
積

の
九

O
%
は
山
地
で
、
平
野
は
宇
和
、

野
村
、
内
子
、
五
十
崎
、
大
洲
の
各

盆
地
に
み
ら
れ
る
の
み
で
す
。

肱
川
の
改
修
は
、
昭
和
十
九
年
か

ら
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
ま
ず
旧

大
洲
町
及
び
旧
新
谷
町
の
主
要
地
区

を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
の
輪
中
堤

(
地
域
を
囲
む
堤
防
)
に
着
手
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
洲
盆
地
全
体

を
洪
水
か
ら
守
り
、
さ
ら
に
下
流
の

改
修
計
画
が
追
加
さ
れ
た
現
在
の
形

に
改
め
ら
れ
、
堤
防
工
事
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

肱
川
の
洪
水
と
改
修

肱
川
水
系
で
は
、
台
風
や
梅
雨
な

位水のて
ふ

Jカ

七
月
三
日
未
明
、
山
陰
沖
に
あ

っ

日

た
梅
雨
前
線
が
四
国
付
近
に
南
下
し

i

た
の
に
従
い
、
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
か

局
地
的
な
豪
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
日

四
日
、
梅
雨
前
線
は
四
国
付
近
に
停
れ

滞
し
、
南
予
を
中
心
に
断
続
的
に
激

7
6

し
い
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。

川

こ
れ
に
よ
り
、
大
洲
第
二
水
位
観

ト
オ
位

ど
の
前
線
性
豪
雨
に
よ
り
、
古
く
か

ら
数
多
く
の
洪
水
が
発
生
し
て
き
ま

し
た
。
大
洲
地
点
で

一
秒
間
に
二
千

立
方
日
以
上
の
洪
水
に
注
目
し
て
も
、

二
年
に
一
回
程
度
の
割
合
で
発
生
し

て
お
り
、
度
々
大
き
な
被
害
を
被
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
洪
水
へ

の
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
が
、
大

洲
盆
地
が
肱
川
の
中
流
部
に
位
置
し
、

こ
こ
に
土
地
利
用
が
集
中
し
て
い
る

こ
と
と
、
下
流
改
修
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
、
肱
川
の
洪
水
対
策
の
難
し
い
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
月

4
日
の
洪
水

4 

測
所
(
肱
川
橋
)
の
水
位
は
上
昇
を

続
け
、

三
日
十
七
時
四
十
分
に
警
戒

水
位
の
コ
了
八

O
M
を
越
え
ま
し
た
。

二
十
二
時
に
は
四
・

七
O
M
を
記
録

し
ま
し
た
が
、
降
雨
が
弱
ま
り
水
位

は
下
降
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

再
び
降
雨
が
強
く
な
り
水
位
も
上
昇

し
始
め
、
四
日
十
時
三
一
十
分
に
は
、

最
高
水
位
の
五

・
八
四
灯
を
記
録
し

ま
し
た
。

ーー・大洲第2
--- 内子
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年月日

昭和20年 9月18日
21年 7月29日
22年 7月9日
23年 8月26日
25年 9月14日
26年 7月14日
28年 6月298
29年 9月14日
35年 6月228
38年 8月10臼
40年 9月17日
43年 7月2日
45年 8月21日
51年9月11日
55年7月2日
57年 7月24日
57年8月27日
57年 9月25日
62年7月18日
63年 6月25日

平成1年 9月19日
5年 7月28日
5年 9月4日
7年 7月4日



大洲盆地

「直轄河川激甚災害対策特別緊急事業」実施箇所

完成している箇所

「激特事業J箇所

堤防計画箇所

Z~"-! 

c二コ

-
E二コ

肱
) 11 

「
直
轄
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」

平
成
七
年
度
か
ら
十
一
年

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

度
ま
で
の
五
年
間
で
百
二
十
六
億
円
の
集
中
投
資
を
行
う

今
回
の
七
月

こ
の
事
業
に
よ
り
、

四
日
規
模
相
当
の
洪
水
に
対
し
て
、
東
大
洲
地
区
及
び
下

流
地
区
の
家
屋
浸
水
被
害
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

堤
防
を
暫
定
改
修

今
回
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
流
量

を
基
に
、
東
大
洲
の
堤
防
未
整
備
区

間
六
百
日
を
、
暫
定
的
に

一
・
三
日

か
さ
上
げ
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

肱
川
本
流
及
び
矢
落
川
に
よ
る
家
屋

浸
水
被
害
が
、
今
回
規
模
の
出
水
に

対
し
て
は
解
消
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
堤
防
の
か
さ
上
げ
に
伴
い
、

下
流
域
の
春
賀
、
八
多
喜
、
伊
州
子

(
以
上
は
大
洲
市
)
、
豊
中
、
白
滝
、

岡
、
田
湖
、
柿
早
、
大
和

(
以
上
は

長
浜
町
)
地
区
の
堤
防
を
暫
定
的
に

か
さ
上
げ
し
て
上
流
か
ら
流
れ
て
く

る
水
量
の
増
加
に
備
え
、
こ
れ
ら
の

地
区
の
家
屋
浸
水
被
害
を
解
消
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
区
の
暫
定

締
切
の
長
さ
は
、
地
区
に
よ

っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
百
灯
か
ら
二
百
日
の

範
囲
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
暫
定
処
置
は
、
あ
く
ま

で
も
今
回
の
出
水
規
模
相
当
の
洪
水

に
対
し
て
、
東
大
洲
地
区
を
含
め
た

下
流
域
の
家
屋
浸
水
被
害
を
な
く
す

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
昭
和
二

十
年
の
洪
水
の
よ
う
に

一
秒
間
の
最

大
流
量
が
五
千
立
方
討
も
あ
る
よ
う

な
洪
水
に
は
、
被
害
を
受
け
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
堤
防
の

一
部
を
暫

定
的
に
低
く
し
て
い
る
の
は
、
上
流

地
区
の
締
め
切
り
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
る
下
流
域
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
の
も
の
で
、
上
下
流
で
治
水
安

全
度
の
均
衡
を
取
り
な
が
ら
改
修
を

進
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
事
業
採
択
に
よ
り
、

七
年
度
か
ら
十

一
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
飛
躍

的
に
河
川
改
修
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
肱
川
の
堤
防
整
備

が
全
国
平
均
に
比
べ
て

大
き
く
遅
れ
て
い
る
中

で
、
本
事
業
の
取
り
組

み
に
は
大
き
な
期
待
が

か
か

っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、

一
日
も
早
く
肱

川
の
堤
防
整
備
が
完
成

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

平
成

山

暫定堤防区間

v暫定堤防のイメージ図

本今回の洪水規模の出水では越流しませんかすみてい

企震堤となっている春賀地区の堤防

5 



市職員の給与状況 園

大洲市 ・
(6) 一般行政職の級別職員数の状況(7年 4月 l日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級

標準的な 主事 下級 上級
主査 係長

専門 課長
課長 部長

職務内容 f南 主事 主事 員 補佐

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職員数 28 62 16 45 78 34 33 28 7 I 331 

% 9品 % % 9る % % % % % 

構成比 8.5 18.7 4.8 13.6 23.5 10.3 10.0 8.5 2.1 100 

1年前の % % % % % % % % % 見

失言シ 構成比
9.3 18.4 3.0 16.6 21.7 11.5 9.9 7.5 2.1 1∞ 

考 5年前の
% % % % % % % % 9品 % 

構成比
5.2 13.2 11.3 23.5 18.1 9.7 8.1 9.0 1.9 100 

(1) 人件費の状況(普通会計決算)

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数
給 与 費 1人当たり

区分
A 
給 事ヰ 職員手当

期 末
計 B

給与費(B/A)

勤勉手当

7年度 418人 14億1，989万円 1i;意9，179万円 6億6，536万円 22億7，704万円 545万円

すで額た
。
れ

ん

さ

せ

上
ま

計

み

に

含

算

を

予
当
の

手

後

職

正

退

補
、
同
月

十」。

Q
d

当

は

手

費

員

与

職

給

唱

i
n
L

注

す

職
で

な

数

的
員

表

職

代
る

る

よ

す
に

当

、
守
合
火

う

一E

区

に

級

級
の
の

表

れ
料

ぞ

給

れ
く

そ
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は
に

と

例

容

条

内
与

務

給

職
の
な

。

市

的

す

洲

準

で

大

標

務

1
A
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(7) 昇給期間短縮の状況

内

区 分 合計
級 技能

行政職 労務職

H載 買 数 A 558人 327人 67人

5年度
普通昇給期間(12~24月 ) を

141人 102人 17人
短縮して昇給した職員数 B 

上t 率 B/A 25.3% 31.2% 25.4% 

職 貝 数 A 578人 332人 68人

6年度
普通昇給期間(12~24月 ) を
短縮して昇給した職員数 B 158人 117人 17人

比 率 B/A 27.3% 35.2% 25.0% 

(8) 特別職の報酬等の状況 (7年 4月 1日)

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

市 長 950，000円
(6年度支給割合)

助 役 736，000円
6月 1.6月分

収入役 643，000円
12月 1.9月分

議 長 475，000円
3月 0.5月分

副議長 385，000円
計 4.0月分

議 貝 352，000円

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び

平均年齢の状況(7年 4月 l日現在)

般 n 政 職 j支 書E 労 務 戦
区分

平 均 平均
平均年齢
平均 平均

平均年齢
給料月額 給与月額 給料月額 給与月額

大洲市 291，437円 308，018円 38.4歳 234，684円 244.742円 39.6歳

国 297，346円 38.7歳 273，208円 47.9歳 |

(4) 職員の初任給の状況(7年 4月 1日現在)

大 洲 市 匝

区 分
採用 2年 採用 2年

初任給
経過日給料額

初任給
経過日給料額

一般
大学卒 167，200円 180，500円 167，200円 180，500円

行政職
高校卒 136，500円 145，900円 136，500円 145，900円

， 

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
( 7年 4月 1日現在)

区 分 経験年数9年 経験年数22年 経験年数26年

大学卒 240，480円 380，825円 412，800円
一般行政職

高校卒 191，100円 317，575円 371，560円

高校卒

技能労務職

中学卒 148，067円 254，400円 285，900円

(注)経験年数とは、 卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

は、採用後の年数です。

6 
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(9) 職員手当の状況

区 分 大 却制 市 国 時間外勤務手当

6年度支給割合 6年度支給割合

期末手当 勤勉手当

大洲市6月 期 1.6月分 0.6月分
期末手当 12月 期 1.9月分 0.6月分

勤勉手当 3月 期 0.5月分 国と

計 4.0月分 1.2月分 同
じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置
) 

(支給率) 自己都合 勧奨・定年

大洲市勤続20年 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分

勤続35年 47.5月分 62.7月分 固と

退職手当 最高限度額 60.0月分 62.7月分 同
じ

( 7年 3月
その他の加算措置定年前早期退職特別措置

31日現在) (2 %~20%加算)

退 職 時 勧奨退職

特別昇給 2号給

1人当たり 自己都合 勧 奨

平均支給額 272万円 2，753万円

(注)職務手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に

係る職員に支給された平均額です。

年度 支給総額 職員1人当たり支給年額

5年度 6，982万円 125千円

6年度 7，397万円 128千円

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当支

給職員の割合
46.7% 

支給対象職員1人当たり

特殊勤務 平均支給額
29，147円

手 当
手当の種類(手当数) 25 

(6年度) 支給額の多い
研究手当(医療)、知的障害者(児)施

代表的 手当
設勤務手当、老人ホーム勤務手当、

税務職手当
な手当

の名称
多くの職員に 出納員手当、現場監督手当、税務職

支給されてい 手当、知的障害者(児)施設勤務手当、

る手当 老人ホーム勤務手当

区 分 内 主由宰 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者16，000円、扶養親族2人固まで5，500円、その他2，000円、配偶者のない職員の

同
扶養親族1人目11，000円。 定の年齢の扶養親族1人につき2，000円を加算。

住居手当
借家居住者一家賃と12，000円の差額が11，000円に達するまでその差額を支給 (支給限

同
度額27，000円) 持家居住者-1，000円(取得後5年以内2，500円)

通勤手当
通勤距離片道2km以上交通機関利用 運賃相当額

異
交通用具利用ー運賃相当額の約65%

(10) 定員の状況

ア 部門別職員数の状況(各年4月 1臼現在) イ 平成7年の職員数の増滅状況

区 分 職 員 数 対前年増減数

部 門 平成5年 平成6年 平成7年 平成5年 平成6年 平成7年

議 dつEbζh 5 5 5 
総 務 54 56 54 5 2 ム 2

自主
税 務 20 20 20 
農林水産 32 32 33 

イ7
商 工 7 7 7 

政
土 木 34 34 37 ム 3 3 

部
民 生 151 155 155 ム 1 4 

門
衛 生 15 16 17 ム 1

言十 318 325 328 7 3 

特別行政部門
教 コ同'" 86 88 90 2 2 

86 88 90 2 2 

普通会計計 404 413 418 9 5 

病 院 126 137 146 6 11 9 
~ふ、' 4l斗Z 
水 道 11 11 11 

塁言十
下水道 8 8 8 

業等部門 その他 10 10 10 

計 155 166 175 7 11 9 
£口泊、 計 559 579 593 7 20 14 

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す

る休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

部 門 増員数 減員数 差引

総 手書 2 ム2

荷主
農林水産

行
土

政
木 3 3 

吉日 民 生
門

衛 生

罰政部 事支 育 2 2 

打.t:>、、iZL3E 

営言十
病 院ノ一k部 9 9 

業

等門

交通用具利用者については、国の

定額方式に対し定率方式を採用

主な増減理由

事務の統廃合縮少

業務増

業務増

施設新増設、欠員不補充

業務増

欠員補充、業務増

施設新増設



終
戦
か
ら
印
年

事
氏
が
の
、
の

シ
リ
ー
ズ

終
戦
か
ら
早
く
も
五
十
年
が
過
ぎ

去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
は
、
教
員

退
職
後
六
年
目
を
「
健
康
」
を
モ

ッ

ト
ー
と
し
て
平
九
だ
が
日
々
新
た
に
、

か
わ
い
い
孫
に
も
恵
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
。

私
は
、
昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四
)

太
平
洋
戦
争
が
第
二
次
世
界
大
戦
へ

と
拡
大
さ
れ
た
真
只
中
に
、
大
津
陸

軍
少
年
飛
行
兵
学
校
に
入
校
し
た
。

出
征
兵
士

の
歌
、
日
の
丸
の
小
旗
を

振
る
小
学
生
を
含
む
大
勢
の
人
々
に

送
ら
れ
て
故
郷
を
後
に
し
、
入
校
す

る
と
実
に
厳
し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
。

午
前
中
は
数
学
、
物
理
を
中
心
に
し

た
学
習
、
そ
れ
に
精
神
訓
話

〈
天
皇

の
赤
子
と
し
て
国
家
の
為
に
生
命
を

捧
げ
る
事
が
忠
で
あ
る
。
先
輩

(
特

攻
隊
、
人
間
魚
雷
)

に
続
け
〉。
繰
り

返
し
繰
り
返
し
訓
話
が
続
い
た
。
人

聞
は
こ
の
よ
う
に
反
復
し
指
導
、
強

要
が
連
続
す
る
と
い
つ
し
か
信
じ
る

よ
う
に
洗
脳
さ
れ
て
い
く
。
爆
弾
が

機
体
に
固
定
さ
れ
た
特
攻
機
で
、
敵

艦
に
突
入
す
る
事
を
誇
り
に
思
う
よ

う
に
な
る
。
実
に
恐
し
い
事
で
あ
る
。

湖
で
遠
泳
訓
練
中
に
米
艦
載
機

(
P

日
)
に
突
如
機
銃
掃
射
を
受
け
、
必

〈

5〉

る
体
段
、
記

死
で
水
中
に
潜
っ
た
日
。
地
上
訓
練

中
に

ロ
ケ
ッ

ト
弾
攻
撃
。
そ
の
場
に

伏
せ
両
手
で
目
と
耳
を
カ
バ

ー
し
た
。

そ
の
時
、
左
手
の
甲
に
ロ
ケ

ッ
ト
蝉

の
破
片
で
傷
を
負
っ

た
。
戦
友
が
蓬

を
石
で

つ
ぶ
し
て
汁
を

つ
け
、
手
拭

い
を
引
き
裂
い
て
応
急
処
置
を
し
て

く
れ
た
。
八
月
六
日
、

「広
島
に
投

下
さ
れ
た
の
は
、
強
烈
な
新
型
熱
線

爆
弾
(
原
爆
)
だ
」
と
、
広
島
視
察

か
ら
帰

っ
た
上
官
が
さ
さ
や
い
て
く

れ
た
。
八
月
十
五
日
、
湖
畔
の
民
家

の
ラ
ジ
オ
で
終
戦
を
告
げ
る
玉
音
放

送
を
耳
に
し
、
敗
戦
が
信
じ
ら
れ
ぬ

ま
ま
八
月
二
十
日
に
復
員
の
列
車
に

乗

っ
た
。
空
襲
で
丸
焼
け
の
松
山
駅

か
ら
、
県
庁
の
丸
屋
根
が
そ
の
ま
ま

見
え
た
。
洪
水
直
後
の
大
洲
は
床
上

浸
水
の
生
々
し
い
姿
だ

っ
た
。

私
は
、
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四

九
)
か
ら
教
壇
に
立
っ
た
。
最
軒
勝
ゃ

げ

た
下
駄
ば
き
の
多
い
子
ど
も
た
ち
に
固

ま
れ
て
出
発
し
た
。
新
し
い
教
科
「
社

会
科
」
は
、
私
の
受
け
た
教
育
を
百

八
十
度
転
換
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
。

人
間
の
生
命
の
尊
さ
を
、
戦
争
の
罪

悪
、
人
間

一
人
ひ
と
り
の
権
利
の
大

切
さ
を
説
く
、
民
主
主
義
だ

っ
た
。

人
間
の
歴
史
の
真
実
と
尊
さ
を
知
る

た
め
話
し
合
い

、
本
を
む
さ
ぼ
り
読

む
日
々
が
続
い
た
。
勤
務
評
定
、
学

力
テ
ス
ト
問
題
、
教
育
委
員
制
度
が

公
選
制
か
ら
任
命
制
度
に
変
わ
る
な

ど
愛
媛
の
教
育
は
、

大
き
く
変
動
し

大
洲
市
中
村

高

森

霧

さ
ん

た
。
そ
の
問
、
私
は
昭
和
四
十
五
年

に
八
幡
浜
市
大
島
に
転
勤
し
以
来
十

四
年
間
八
幡
浜
市
の
生
活
が
続
き
、

退
職
前
五
年
間
を
地
元
大
洲
で
勤
務

し
た
。
戦
後
五
十
年
間
、

一
貫
し
て

い
る
事
は
、
「
教
え
子
を
戦
場
に
送

る
な
」
「

一
人
ひ
と
り
の
人
聞
が
人

間
ら
し
く
平
等
に
、
大
切
に
さ
れ
る
」

た
め
に
私
は
生
き
て
き
た
。
今
な
お
、

地
球
上
に
(
ボ
ス
ニ
ア
の
戦
火
、

仏

・
中
国
の
核
実
験
、
貿
易
摩
擦
な
ど
)

争
い
が
絶
え
ず
、

心
を
痛
め
る
こ
と

が
多
い
。
あ
ら
ゆ
る
思
想

・
信
条
、

政
治
経
済
の
異
な
る
人
類
が
対
話
の

中
か
ら
平
和
を
創
作
し
、
「
地
球
は

一
つ」

と
生
き
て
い
く
社
会
の
実
現

を
果
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

日
増
し
に
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

が
多
く
な
り
、
戦
争
は
人
間
に
何
を

も
た
ら
す
の
か
。
化
学
(
核
実
験
、

化
学
兵
器
等
)
の
発
達
が
人
間
の
生

活
を
破
壊
し
か
ね
な
い
赤
信
号
を
と

も
し
て
い
る
。
戦
争
は
罪
悪
だ
と
世

に
知
ら
し
め
、
再
び
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
こ
と
を
深
く
知
ら
せ
る

責
任
が
私
た
ち
戦
争
体
験
者
に
あ
る

の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

私
は
、
大
洲
の

一
市
民
と
し
て
小

さ
な
事
で
も
よ
い
人
々
に
喜
ば
れ
る

日
々
に
し
た
い
。
ま
た
、
自
ら
の
心

身
を
健
康
に
保
ち
、
生
き
甲
斐
あ
る

日
々
に
し
た
い
と
希

っ
て
い
る
今
日

で
あ
る
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

(8) 

「同
和
対
策
審
議
会
答
申
」

か
ら
三
十
年
(
そ
の
七

「
橋
の
な
い
川
」
の

時
代
は
過
ぎ
た

み
れ
係

ぞ

ん

し
』
今
せ
っ

皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
)
小
説

似
し

拘
わ

れ信

ら

ば

ん

ち

「
橋
の
な
い

川
」
は
、

奈
良
盆
地
の

ひ

き

ペ

つ

ら

〈

ぷ

た
い

じ

と
い

め
い

被
差
別
部
落
を
舞
台
に
、
時
代
は
明

じ

た
い

し

ふ

う

じ

ゅ

う

す
う
ね
人
か
ん

拍
砂
ら
吠
涯
《
ゆ
け
代
の
十
激
年
間
、

Jm
々
が
部
落
捷
刻
沢
清
す
る
源
問
に

目
ざ
め
て
、
全
国
水
平
社
の
運
動
に

さ
ん

A
M

か

て
い

え

が

か

ん

ど
う

参
湖
礼
て
い
く
過
程
を
描
い
た
感
動

の
大
作
で
す
。

む
こ
の
小
説
の
中
に
、
部
落
解
放
に

向
け
て
の
闘
い
に

つ
い
て
、
そ
れ
は

あ
ま

が
わ

あ
た
か
も
、

天
の
川
に
カ
サ
サ
ギ
が

橋
を
か
川
れぬ
よ
う
な
も
の
だ
比
、
わ
た

と
え
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
一

羽
や

わ

と
う

て
L

二
羽
で
は
到
庭
橋
が
か
か
る
は
ず
が

あ
り
ほ
対
仏
。
つ
ま
り

γ
「
人
や
二

人
の
活
動
家
が
い
く
ら
頑
張

っ
て
も
、

ニ
と

Z

た

い

へ

ん

こ

ん
&
ん

事
を
成
す
に
は
大
変
な
困
難
が
あ
る

と
い
う
の
で
す
。

こ
う
だ
い

あ
の
広
大
な
天
の
川
に
橋
を
か
け

ぜ
会
，
ハ

ま
ん

ぶ
ん
お
〈

る
に
は
、
何
千
何
万
い
や
何
億
も
の

た
い
〈
，
A

あ
っ

カ
サ
サ
ギ
の
大
群
が
集
ま

っ
て
こ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

大
正
時
代
の
水
平
社
創
也
当
時
は
、

部
落
解
放
に
向
け
て
、

一
部
の
活
動

家
決
ち
が
血
の
に
じ
む
よ
う
な
闘
い

を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
や
が

ぜ
人
二
〈
て
舎

お

命

ど

う

し

て、

全
国
的
に
多
く
の
同
志
を
結
集

す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
き
ま
す
。

No.205 
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人
権
と
同
和
教
育

展fな つ放は
しかそぎを広日こ
てなれっかがこ
いかとぎちり大2
か国?いと取を iJト|ず
な民士う立たろみの
か的Eのちうせ 地ち
つ なも 上ゐと 、で
た課か、がす自主も
か題Eこりるら
らにのま人のこ
でま問fし々手ての
すで題tたがで運
。発l功{ 0 、解動

小
説
「
橋
の
な
い

川
」
の
背
景
と

な
っ
た
時
代
か
ら
、
数
十
年
の
時
が

減
机
い
し
う
比
六
五
年
、
「
同
和
対
煉

簿
議
会
答
申
」
は
、
同
和
問
題
の
解

決
が

『国
民
的
課
題
』
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

「
同
対
審
答
申」

以
後
の
三
十
年

間
を
か
え
的
み
ま
す
と
、
同
和
問
題

解
決
へ
の
歩
み
ね
め
ざ
法
札
ぃ
刊
の

が
あ
り
ま
す
。
明
る
い
展
望
が
開
け

た
時
代
が
到
来
し
た
の
で
す
。

い
ま
や
、
カ
サ
サ
ギ
も
無
数
の
大

群
と
な
っ
て
、
そ
の
勢
い
を
増
し
、

天
の
川
に
も
橋
が
か
か
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
す
。

「
精
の
片
山
川」

の
作
者

・
住

井

す

え

』

山崎ん
は
今
年
仇
叶
三

九
ヘ
一

歳
、
今
も
お
元
気
で

4
E
i

九
捕
の
唯
一レ
引
」
の

も
単
品
伊

続
編
を
執
筆
中
で
す

J

h
一
:
--

こ
の
雰
ら
部
落
差
く

霧

消
匂

別
が
完
全
に

な

く

な

ご

二

正

当

る
ま
で
筆
を
骨
か

な

ぺ

吟

い
と
。
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9月25日伺) 砂

観光うh'いのうーズンn
終わり (9月20日ぎで)、

主役の鵜!こ 「ご苦労ウせ

ん」と感謝祭n開h'れま
レだ。鵜匠の三瀬善三郎

さんさ16じめ関係者20人

I~ どn集まり、 好物の?

ラシ"をプレゼントじまレた。

~ 9月 13日同いつまでちす1元気でと、市内の数九年 100 歳以上

の長寿者を桝田市長n訪ね、肌布固定贈りました。市内最高齢
の富永トキヨさん (満100歳、成能)16、一時間I~どの畑仕事室

毎日の楽レみにしでい3とのことでレだ。

T9月11日(月)敬老の日き前!こ市内の老人福祉施設(清和園、
希望ヶ丘荘、とみす寮)き市長n訪問レ、一人ひとりに郡祝いの
品き手渡レd::レだ。

9月5日(*) 豊臣秀吉の朝鮮砂
侵略で捕虜とじて大洲城下iこ幽

閉ざれだ儒学者差涜(/)'/-ハン)
n朝鮮!こ帰ってh'Lう書いだとい
われ3扇額 (へんがく)き、郷
土史の研究さ続叶でい3村上恒
夫ざんげ入手レ報道関係者l之発
表じました。扇額ld:、市立博物
館{之寄託され展示巴れ3ごとに
怒ります。‘9月8日(金)救急の日き前!之、
?っトピ?で移動救急教室n開
介れ、買い物途中のo)客ざんげ

立ち寄っでいまじだ。

9月25B(月)夕暮れ時!己自転車12砂
乗つだ人ヘ夜間反射材き配lJ、夜間
の交通安全き呼びh'け弓 「ママピfl
大作戦Jn行われまじた。市交通安
全母の会の皆さんn、下校途中の高
校生や買物客!己反射材き渡すと、思

わぬプレゼントlこ皆んち自室細めて
いましだ。‘9月28日(柄 上須戒の観光イモ園
のオーブン12先立ち、報道関係者ち
どを招いて開園式n行われまレだ。
上須戒保育所の園児たちn大きちイ
モ12挑戦レでいまレだ。

‘9月18日(月)
大洲の秋の味覚玄全国iご

と 「ゅうパい/ヴ大洲L'=t5
たさむ、γト」の初荷出発

式n行われましだ。昨年
段、四園、中園、近畿き

中心!こ約 5.000t、γトき
発送レだとのこと。今年

ち全国の家庭ヘ大洲の味

をたくさん送り出すこと

でレょう。



槽
働
総
唱
に

a
o

日
本
万
は
、
平
安
後
期
頃
か
ら
武
器

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

現
在
で
は
卓
越
し
た
技
術
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
工
芸
美
術
品
と
し
て
、
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

近
世
の
大
洲
に
は
、
数
々
の
万
工
が

現
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
岡
本
刀
工
は
、

初
代
岡
本
治
兵
衛
国
道
の
と
き
、
藩
主

泰
輿
に
抱
え
ら
れ
、
以
来
大
洲
藩
お
抱

え
工
と
し
て
、
代
々
秀
れ
た
作
品
を
世

に
残
し
ま
し
た
。
特
に
六
代
隆
園
、
七

代
国
良
は
地
方
で
は
希
な
る
名
工
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
博
物
館
で
は
、

『大
洲
万
剣
展
』

と
題
し
て
、
国
良
の
傑
作
を
は
じ
め
、

入
間
国
宝
第
一
号
万
匠
高
橋
貞
次
の
太

万
、
乃
木
大
将
の
万
な
ど
多
数
展
示
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
昭
和
三
十
六

年
発
足
以
来
、
地
道
な
研
究
活
動
を
行

っ
て
い
る
大
洲
万
剣
会
会
員
の
皆
さ
ん

の
所
蔵
の
も
の
で
す
。

旬

的

hxvω
吊

ω吊
ゆ
ゆ
切
世
凶
肘

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

九
月
二
十
八
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
寄
付
金
)

大

洲

匿

名

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

藤

井

シ

ズ

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
へ
)
上
須
戒
上
田
安
範

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

都

築

利

江

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

大
洲
万
剣
展
の

ご

案

内

是
非
こ
の
機
会
に
普
段
目
に
す
る
こ

と
の
な
い
刀
剣
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

十
一
月
一
日
(
水
)
j
三
日
(
金
)

【
開
催
場
所
】

大
洲
市
立
博
物
館
五
階
展
示
室

【

主

催

】

大
洲
市
立
博
物
館
・
大
洲
刀
剣
会
国隆源白民九郎

自
治
士
ロ

本
月

財
岡
八

化
藩
年

文
洲
二

形
大
政

有
縁
文

定指
銘
市
刀
企

'Oゅ
。

ゆ

印

唱

伊

旬

。

ゅ

V
V明
。

vvum

人
ク
ラ
ブ
へ
)
広
島
県
福
本
昌
史

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

城

戸

茂

金

一
封
(
喜
多
地
区
社
協
・
五
郎
老

人

会

へ

)

五

郎

石

村

二
善

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

柚

木

白

石

一
郎

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

高

山

白

石

福

吉

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

和

田

亀

美

子

金

一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町

冨
岡

昭

文

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ

)

八
多
喜
町

楠

野

勝

喜

ハローワーク大洲からのお知らせ

11月は「建設雇用改善推進月間」です/

建設業に働く人の雇用の改善は進んでいますか

建設業を営む事業主の皆さん、入手不足が一層深刻化しています。

建設業に働く人の雇用の改善を進めましょう。

詳しいことはお気軽に安定所までご相談ください。

ハローワーク大洲
(大洲公共職業安定所)ft24-3191 

州

ω

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
へ
)
上
須
戒
青
木
慧
都
夫

金
一
封
(
田
口
老
人
ク
ラ
ブ
へ
)

田

口

田

村

武

四

郎

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協

・
同
喜
楽

会
・
市
社
協
へ
)
菅
田
町
野
戸
司
郎

金

一
封
(
寄
付
金
を
肱
南
地
区
社
協

へ

)

五

十

崎

町

大

藤

ア

イ

コ

(
物
品
の
口
座
)

敷
ぶ
と
ん
カ
バ
1

二
枚
(
入
浴
搬
送

車

用

)

若

宮

白

石

ト

メ

子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

醐
十
一
月
新
刊
案
内

パ
ソ
コ
ン
ウ
ォ

l
ズ
最
前
線
大
河
原
克
行
著

叡

智

の

ひ

び

き

中

村
天
風
著

浄
土
仏
教
の
思
想
4

講

談

社

逆
説
の
日
本
史
3

井
沢
元
彦
著

戦
後
史
開
封
戦
後
史
開
封
取
材
班
編

戦

後

日

年

愛

媛

新

聞

社

文
学
で
め
ぐ
る

京

都

高

野

澄

著

現
在
愛
媛
の
基
礎
知
識
論
f
大
沢
紘
一
著

見

覚

め

ぬ

羊

た

ち

落

合

信

彦

著

東
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
に
な
れ
石
か

横
山
宏
章
編

志
あ
る
国
家
日
本
の
構
想
海
部
俊
樹
著

日

本

新

生

船

井

幸

雄

他

著

政

治

家

無

用

論

橋

本

大

二
郎
著

感
性
に
問
、
つ
人
権
啓
発
田
中
蔚
著

死
ぬ
ま
で
に
し
て
お
く
こ
と織
田
麗
子
著

結
婚
生
活
で
悩
む
人
の
た
め
に
白
石
浩

一
著

危
機
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
佐
々
淳
行
著

気
候
図
も
の
が
た
り
毎
日
新
聞
社

空

わ

た

る

季

倉

嶋

厚

著

中

国

路

植

物

散

歩

南

敦

著

告

発

本

吉

晴

夫

著

身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
大
村
条
子
著

カ
l
シ
l
ト
カ
パ
!
と
小
物
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

九
十
九
里
発
イ
ワ
シ
料
理
田
村
清
子
編

用
土
と
肥
料
の
選
び
方
・
使
い
方

加
藤
哲
郎
著

大
島
清
次
著

杉
村
卓
二
著

今
井
凌
雪
著

古
木
優
他
編

奥
田
光
雄
著

美
術
館
と
は
何
か

お
り
が
み
の
手
紙

臨
書
を
生
か
す
上

千
字
寄
席

動
物
の
折
り
紙

10 

音
楽
の
正
体

棒
が
い

っ
ぽ
ん

絵
て
が
み
で
日
本
一
周

絵
て
が
み
で
自
分
史
を
作
る
会
編

カ
メ
ラ
こ
だ
わ
り
読
本
毎
日
新
聞
社

ど

か

ん

か

い

今

回

柔

全

著

秀

行

の

感

覚

藤

沢

秀

行

著

日

本

語

を

考

え

る

柴

田

武

著

昭

和

俳

句

の

青

春

沢

木

欣

一
著

鑑
賞
歳
時
記
3
秋

飯

田

龍

太

著

蓮

如

五

木

寛

之

著

蒼
竜
館
の
秘
密

三
田
誠
広
著

棄

の

朝

西

木

正

明

著

天

使

の

牙

大

沢

在

昌

著

新

学

期

長

野

ま

ゆ

み

著

毛

沢

東

の

暗

殺

伴

野

朗

著

掌

の

中

の

小

鳥

加

納

朋

子

著

白

狐

の

堂

村

上

元

三
著

港

も

の

が

た

り

松

村

友

視

著

生
き
も
の
た
ち
の
部
屋
宮
本
輝
著

も
の
の
見
か
た
感
じ
か
た
渡
辺
淳

一
著

少
年
飛
行
兵
特
攻
ま
で
の
記
録

菊
池
乙
夫
他
著

零

戦

の

最

期

坂

井

三
郎
著

戦
争
を
伝
え
る
本

山
本
典
子
編

今
か
く
あ
れ
ど
も

M
・
サ
1

ト
ン
著

ケ
イ
ヴ
マ
ン

G
-
D
・
グ
リ
ー
ン
著

い
と
低
き
も
の

C

・
ボ
パ
ン
著

ソ
フ
ィ

l
の
世
界

J

・
ゴ
ル
デ
ル
著

図

書

館

渡
遁
健

一
著

高
野
文
子
著

十
一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

郷
土
関
係
古
文
書一

日
時

日
月
日
日
同

(
9
一
羽

1
日
一
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館
4
階

講
師
八
島
龍
晴
先
生

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



浪
漫
祭
で
会
い
ま
し
ょ
う

昨
年
市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業
と

し
て
開
催
し
、
好
評
だ
っ
た
H

お
お
ず

浪
漫
祭
H

が
、
今
年
も
日
月
3
日
に

H

お
は
な
は
ん
通
り
H

H

お
お
ず
赤
煉
瓦

館
H

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
道
芸
に
時
代
露
底
、
カ
フ
ェ
浪
漫

亭
な
ど
、

明
治
・
大
正
の
あ
の
賑
わ
い

を
今
に
蘇
え
ら
せ
る
様
々
な
催
し
を
準

備
し
て
皆
様
の
お
こ
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
お
ま
つ
り
村
で
楽
し
ん
だ

後
は
浪
漫
祭
、
浪
漫
祭
を
楽
し
ん
だ
後

は
お
ま
つ
り
村
へ
と
、
お
お
ず
祭
り
の

一
日
を
存
分
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。
な

お
、
浪
漫
祭
の
会
場
と
お
ま
つ
り
村
と

は
渡
し
船
(
無
料
)
で
結
ぶ
予
定
で
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十
一
月
限
「
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
L

で
す

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、

市
民

す
べ
て
の
願
い
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
青
少
年
の
非
行
防
止
に
努
め
、
健
全

な
家
庭
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

-
「
育
て
よ
う
心
豊
か
な
大
洲
の
子
」

-
「
導
け
ば
み
ん
な
明
る
い
良
い
子
供
」

.
「
幸
せ
を
親
子
で
築
く
家
庭
の
日
」

を
目
標
に

企
家
庭
で
は
、
親
子
の
対
話
を
深
め
善

悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

企
家
庭
や
地
域
で
、
あ
い
さ
つ
運
動
や

愛
の
一
声
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
o

v
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
た
め
の
よ
い

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

各
関
係
機
関
・
諸
国
体
が
一
体
と
な

っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
(
大
洲
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
)

十
一
月
九
日
陪
二
一
九
番
の
日
」

十

一
月
九
日
は

「一

一
九
番
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
は
、
火
災
や
救
急
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
と
き
、
消
防
署
へ
通
報

す
る
た
め
の
専
用
電
話
一
一
九
番
に
ち

な
ん
で
昭
和
六
十
二
年
に
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
近
く
で
火
災

や
救
急
が
発
生
し
た
と
き
、
落
ち
着
い

て

一一

九
番
通
報
が
で
き
ま
す
か
。
一

一
九
番
通
報
の
際
、
場
所
や
状
況
を
正

し
く
伝
え
ら
れ
な
い
と
、
被
害
が
大
き

く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
を
機
会
に
、
住
所
や
付
近
の

目
標
物
を
書
き
込
ん
だ
メ
モ
な
ど
を
、

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼

っ
て
お
く
な
ど

し
て
、
消
防
署
へ
の
通
報
に
つ
い
て
家

族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

、つ
〆。
ま
た
、
い
た
ず
ら
や
緊
急
以
外
で
一

一
九
番
電
話
を
か
け
る
と
、

一一

九
番

通
報
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
使

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
職
員
等
(
ケ
?
ワ
!
内
l
)

入
門
講
座
開
催
の
ご
案
内

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
愛
媛
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
開
催
さ

れ
る
「
介
護
職
員
入
門
講
座
L

で、

あ

な
た
の
可
能
性
を
た
め
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
O
開
催
日
時

日
月
却
日
閥
、
初
日
肘

叩
時
1
日
時

O
開

催

場

所

大

洲
市
民
会
館

O
受
講
対
象
者
介
護
職
に
就
労
希
望

の
あ
る
人
及
び
介
護
に
関
心
の
あ
る

人
O
定
員
印
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
)

O
受

講

料

無

料

O
弁
当
代

て
二

O
O
円

。
講
座
の
内
容

講
義

(
「
寮
母
と
は
」
、
「
老
人
の
体

と
心
」
)

実
技

(
接
遇
、
排
池
、
清
拭
、
着
替
)

O
受
講
申
込
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

(
含

0
8
9
9
⑪
4
3
4
4
)
又
は

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
含
@

3

5
0
9
)

へ

O
申
込
締
切
日
日
月
口
日
幽

※
本
講
座
は
直
接
就
業
に
結
び
つ
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、

公
園
利
用
の
際
に
は
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
を
や
め
て
、
持
ち
帰
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
都
市
整
備
課
公
園
係
ま
で
0

8
@
2
1
1
1
(内
線
2
4
9
)

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
(
大
洲

調
停
協
会
)
で
は
、
次
の
と
お
り
調
停

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

{
日
時
】
十

一
月
二
十
二
日
同

十
時
三
十
分
1
十
六
時

{
場
所
】

大
洲
市
中
村
二
四
六
|
一

ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲

【
相
談
内
容
】
民
事
(
サ
ラ
金
、
破

産
、
交
通
事
故
、
宅
地
建
物
、
強
制

執
行
な
ど
)
家
事
(
離
娘
、
養
育

費
、
財
産
分
与
、
男
女
問
題
、
遺
産

分
割
な
ど
)

(有)内田電気水道設備

まま25-2858

久保鉄工所

告 26-0537

惰)オクダ設備

ft24-3674 

惰)アサノ設備

合 24-0783

(利 神田 鉄工所

ft24-4122 

佐藤水道庖

ft24-4410 

城戸電業社

ft25-2944 

浜住設備

まま24-4645

11月12日(日) ¥槻 土居鉄工所

まま24-4519

滝田商庖

ft25-0901 

(有)南予水道住設

合 25-1350

中野管工事工業

合 24-3792

11月19日(日) ~有)星加水道設備

ft26-0020 

西田水道庖

ft26-0265 

徳森設備

ft25-4023 

淳山水道工事庖

ft24-2583 

惰)丸電工業

合 24-5351

伊予屋住設

ft24-2541 

三 原設備

ft24-3783 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

9月末固までの

大洲市内の交通事故

11月3日樹

11月4日出

11月5日(日)

11月11日出

11月18日出

公
園
の
利
用
に
つ
い
で
の
出
願
い

市
内
に
は
、
市
が
管
理
し
て
い
る
公

園
が
各
地
に
あ
り
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
年
間
を
通
し
て
多
数
の

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
肱
川
緑
地
公
園
や
内
堀
し
よ

う
ぶ
園
を
は
じ
め
市
街
地
に
あ
る
公
園

の
広
場
に
一
般
の
常
時
駐
車
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
広
場
は
、
公
園

利
用
者
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
い
る
も
の
で
す
。

市
で
は
近
隣
の
人
に
お
願
い
し
て
指

導
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ビ
ラ
を
貼
る
な

ど
し
て
利
用
者
以
外
の
駐
車
禁
止
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

11月23日(材

11月26日(日)

11月25日出

9月末現在 昨年同期1

{牛 数 200 188 

負傷者 258 253 

死 者 8 8 

11 
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い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

{
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

日
月
8
日
岡

山

時

1
日
時

日
月
初
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

日
月
日
日
剛

山

時

1
日
時

場
所

三
善
連
絡
所

日

時

日

月

口
日
凶
岡
山
時

1
日
時

場
所
市
役
所
5
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相

談

第

二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

宮
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
ロ
時
、
日
時

l
m時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

相
談
ご
と
案
内

[広報

L一一一ー__J

日
時

日
月
初
日
開

9
時
l
u時

場
所
市
役
所
5
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、

合
⑪
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で
。

{社
会
保
険
相
談
】

日
時

日

月
6
日
間
、
初
日
間

日
時
1
日
時

場

所

大

洲

商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

含
⑫
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
倉
⑮
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

日
月
日
日
同

9
時
1
凶
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
宮
⑫
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
h
h
r
h
p
u
 

一
無
料
税
務
相
談
】

日
時

日
月
刊
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
務
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
四
国
税
理
士
会
大
洲
支
部

【市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

保健センターだより

.乳幼児健康診査.

11月7日ω 平成7年6月生※
11月9日(柑 平成6年4月生

11月28日ω 平成4年10月生
※は肱南 ・久米 ・肱北・喜多・平

地区のみ

受付時間 13: 00-13: 30 
実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳 ・アンケート

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談 ・育児サークル.

11月14日ω 乳幼児を持つ親子
11月21日ω 平成7年1・2月生※
※は肱南・久米 ・肱北・ 喜多・平

地区のみ

受付時間 9:30-10:00 
実施場所大洲市保健センター

n24-3ワワ5

|休|日|急|患|診療|

大久保内医院(人多喜)11月3日

まま26-1131

大洲中央病院(東大洲)

菊原外医院(若宮)

合 24-4451

幽

11月5日

し
ま
す
。

日
時

日
月
お
日
回

目
時

i
M
時

場
所
大
洲
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す
。

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

日
月
2
日
附

場

所

市
立
大
洲
病
院

叩
時
l
u
時

丸

三

産

業

日
時
却
分
1
日
時

喜
多
医
師
会
病
院
日
時
日
分
1
日
時

初
分

日
月
凶
日
同

実
施
日

.健康相談・栄養相談.

日時 11月20日開)
10 :00-12 :00、13:00-15 :00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

ft24-4646 (日)

大洲中央病院(東大洲)

石村整形医院(若宮)

ft23-5767 

合 24-4451

11月12日

(日)

大洲中央病院(東大洲)

大洲記念病院(徳森)

合 25-2022

ft24-4451 

11月19日

(日)

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

叩
時
1
ロ
時

大
洲
郵
便
局
日
時
却
分
1
日
時
却
分

大
洲
保
健
所
歯
科
相
談

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

V

ミ
セ
ス
歯
科
相
談

日
時

日
月
日
日
附

V
歯
の
健
康
相
談

日
時

日
月
辺
日
凶

日
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

含
⑪
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
お
お
ず
浪
漫
祭

日
月
3
日
樹

.胃及び大腸がん検診4・
実施日 場所

11月1日同大川連絡所

11月7日附 柳沢連絡所

11月14.15日(火・水) 新谷連絡所
11月16日(木) 南久米連絡所
11月17日掛 平野連絡所
受付時間 8 : 00-10 : 00 
検診料胃がん 900円

大腸がん 400円
70才以上の人は無料です。

.経口生ポリオワクチンの投与.

実施日 該当地区

11月15日(対 肱南・久米・肱北・
-喜多・平地区

連絡所管内の人 大洲中央病院(東大洲)

12 

ft24-4451 

郷緒小医院(西大洲)

大洲中央病院(東大洲)

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4451

合 24-3936

ft24-2346 

ft24-4451 

村上医院(常磐町)

11月23日

(木)

(日)

11月26日

V
山
下

清
の
世
界

日
月
5
日
間
1
日
月
お
日
嗣

V
水
谷
清
照
年
賀
状
版
画
展

日
月
出
日
制

l
u
月
3
日
間

※
休
館
日
毎
日
火
曜
日

八
幡
浜
・
大
洲
圏
シ
ン
ポ

一

川
宇
和
を
開
催

一

伝
統
的
な
資
源
を
生
か
し
た
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
の
紹
介
と
圏
域
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
に
よ
る
広
域
文
化
圏
の
創

造
を
目
指
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】

日
月
辺
日
同
日
時
1
口
時

【場
所
】

宇
和
町
文
化
会
館

平成7年 1月l日~

6月30日生
平成6年7月1日~

12月31日生
13 : 00-13: 30 
大洲市保健センター

母子手帳・チャイルド

ノート

無料

11月22日(羽

該当者

l回目

受付時間

実施場所

持参品

2回目

6-
.:iIL. キヰ


	A4ページ分け12p用

